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1  1ま  し 力ヽ  き

青森県のニンニクは,こ こ数年著しく作付面積が伸び,

昭和53年産の作付面積は約900haに達した。しかるに,津

軽地域を中心に最近,原因不明の生育障害が各地に発生し,

生産が著しく不安定となつている。

生育障害の主な症状は,消雪直後における欠株の発生と

その後の生育不良株の発生である。生育不良株は,根張

りが悪く,地上部の枯れ上がりも早く,球の肥大も劣る。

現地の施肥実態を調査した結果,土壌酸度が中性を示す畑

が多く,有機質資材の多量施用が共通して日立つ傾向であ

つた。

このため,苦土石灰と推IIBな どの有機質資材の多量施用

が生育・収量に及ぼす影響を検討したので報告する。

2試 験 方 法

1 耕種概要
場所 : 農試ほ場 (黒色土壌・粘土腐植型 )

品種 : 福PL在来種,種球重 71～ 10′
植付 : 9月 2'日 ,耕転方法 ロータツー耕
施肥量 (り/a): 基肥 N10,P20520,K2010

追肥 N,K20各 10 2回に分施

栽植密度 : うね幅 1%,株間 12磁, 3条植
aあたり2,500株

2 試験条件
鶏糞堆肥(中熱): 200, 400, 600り /a

豚糞 稲わら(生 ): 200,400, 600
乾燥鶏糞 : 20, 40, 80

苦土石灰 : 15,30, 50, 80

面積 区制 : 1区 40″ , 2区 制

3 試 験 結 果

1 萌芽と生育状況
11月 下旬における萌芽状況は,苦土石灰区が 4～ 7%と

崩芽率が高く,鶏糞堆肥区と豚糞・稲わら区は 2～ 3%で

あった。しかし,乾燥鶏糞区は 1%未満 r.I芽がやや遅れ

る傾向が認められた。

5月 下旬の生育状況は,葉数においては明らかな傾向が

みられなかつた。しかし,草丈においては鶏糞堆肥区,豚

糞・稲わら区,苦土石灰区いずれも差はみられなかつたが,

乾燥鶏糞区ではこれら3区よりも劣る傾向が認められた。

表 : 崩芽と生育状況

注.崩芽率 11月 29日 ,葉数・草丈 5月 22日 調査。
*対照区。

2 越冬前の根部の状況
生育不良株や欠株の発生が,消費直後にすでに現地で認

められるため,越冬前の根雪になる前に根の状況を調査し

た。その結果,鶏糞IE肥区,豚糞 稲わら区,乾燥鶏糞区
に根の障害の発生が目立つて認められた。

障害根は,根の一部に褐変が生じたり,褐変部から根が

脱落してしまつて生長点を失っている状態のものもあつた。

これら障害根の発生は,豚難 稲わら区が総根数の20～∞

%,乾燥鶏糞の40た,お よび80切の両区が約20%と 鶏糞堆肥

区より高い傾向が認められた。また,鶏糞堆肥区でも10%

台の障害根の発生が認められた。一方,苦土石灰区では 2

～4%と少なかつた。このように,未熟状態のものはど障

害根の発生が多い傾向が認められた。

根数は,乾燥鶏糞区が全体的に劣る傾向がみられた。以

上のような状況から根重は,豚糞 fllわ ら区と乾燥鶏糞区

が全体的に劣る傾向が認められた。
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表2 越冬前の根部の状況

*一部褐変根 :根の一部に褐変が生じている根。
褐変脱落根 :一部褐変根の褐変部から根が脱落してし

まつて,根の生長点を失っている根。

表3 越冬前の根部の状況

*褐変脱落根,一部褐変根。

3収  畳
収量は,対照区の鶏糞堆肥 200たに 比較し豚寿 稲わら

区がややまさる傾向が認められた。苦土石灰区も全体に対

照区なみかややまさる傾向であつた。しかし,乾燥鶏糞区

では全体的にやや劣る傾向であつた。下物率の発生は,豚

糞・稲わら区が全体に少ない傾向で,逆に乾燥鶏糞区で多

い傾向が認められるが施用量との関係では一定の傾向は認

められなかつた。

豚糞 稲わら区は,越冬前の障害根の発生が多かつたに
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表4 収 量調査
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*上物 :S級以上のもの,下物 :格外品。
上物率,下物率 |ヽずれも個数。

もかかわらず,対照区よりまさる収量をあげることができ

たのは,土壌物理性の改善によって根張りが良好となり,

春の乾燥害の影響を強く受けなかつたためと思われた。こ

れに対し,鶏糞堆肥では施用量を増加しても収量の増加は

それはど大きくなく,増収効果が顕著にあらわれなかつた。

苦土石灰の多量施用による生育障害は,認められなかっ

た。しかし,有機質資材,なかでも豚糞 稲わらや乾燥鶏糞
のように未熱な資材の施用によつて,越冬前すでに根の障

害の発生が認められ,根部の生育が阻害されていることが

明らかとなつた。

有機質資材の多量施用が,消雪後の生育 収量に及ぼす
影響は,資材の種類によって異なり,本試験では乾燥鶏糞

施用区で草丈の減少,収量の低下,下物の発生が目立つて

認められた。

以上の結果から,春先の乾燥を避けるため水回転換畑へ

の作付が増加している現在,土壌の物理性を改善するため

有機質資材の多量施用をおこなう場合には,充分な配慮が

必要と思われる。すなわち,未熟状態の有機質資材が,低

温と排水不長という嫌気的条件下におかれた場合,その分

解過程で生育阻害物質を生成すると考えられる。このため,

腐熟した有機質資材を出来るだけ施用することはもちろん

であるが,生状態の有機質資材を大部分の農家が使用して

いる現在では,施用時期・施用量 .う ねの高低と障害性の

検討が今後必要と思われた。
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